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てのスーパコンピュータとして、1984 年 4 月大型計算機センターに演算パイプ
ライン方式ベクトルコンピュータ FACOM VP100 が設置されました。（翌年
VP200 にアップグレードされました。）筆者は当時大型計算機センターの助教
授として、スーパコンピューティングの普及に努め、多忙な日々を送りました。
米国 CDC 社の高速計算機 CDC6600，7600 の設計者シーモア・クレイは 1972





ベクトル化コンパイラの性能が高く、世界で高く評価されました。最初に述べた FACOM VP200 の理




TOP500 は年 2 回 6 月と 11 月に国際会議で発表される HPL（High Performance LINPACK ベンチマー
ク）上位 500 のリストです。TOP1 を達成した我が国のコンピュータは、航空宇宙技術研究所 NWT（数
値風洞）（1993/11：124GFLOPS；1994/11‒1995/11：170GFLOPS）、東京大学 SR220/1024（1996/6：
220.4GFLOPS）、筑波大学 CP-PACS（1996/11：368.2GFLOPS）、海洋研究開発機構地球シミュレータ




後継機は 2021 年ごろから運用予定となっています。なお 2018 年 6 月には産業技術研究所の ABCI（AI 












2020 年 4 月より、小学校でプログラミング教育が必修化されます。学習指導要領の変更の中で行われ
るもので、資料からその経緯を簡単にまとめると以下のようになります。2014 年 11 月に中教審に諮問
があり、中教審で審議が行われるとともにパブリックコメント（意見公募手続き）が行われ、2016 年
12 月答申、2017 年 3 月改訂されました。そして、小学校では 2020 年 4 月実施、中学校では 2021 年実施、
高等学校では 2022 年 4 月実施とされています。資料は文部科学省のホームページから得られます。本
稿では情報関係で、1）小学校でのプログラミング教育の必修化、2）高校での改訂に触れます。高校で
は従来からあった情報関係の科目を情報 I と情報Ⅱに分け、情報 I［プログラミング、ネットワーク（情
報セキュリティを含む。）やデータベース（データ活用）の基礎等の内容］を必修化しています。小学
校でのプログラミング教育に関して 2016 年 4 月に「小学校段階における論理的思考力や創造性、問題












高等教育に関しては、2017 年 3 月に文科大臣が中央教育審議会に「我が国の高等教育に関する将来構
想について」諮問し、2018 年 11 月に「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」が提出








係資料が示されており、貴重で大変興味深く一読の価値があると思います。2030 年頃には、第 4 次産業
革命ともいわれる、IoT やビッグデータ、人工知能 2 等をはじめとする技術革新が一層進展、「1.0：狩猟、
2.0：農耕、3.0：工業、 4.0：情報」に続く、人類史上 5 番目の社会である Society5.0 の到来が予想され









脚注　1：第 4 次産業革命：例えば平成 29 年版　情報通信白書第 1 部第 3 章　第 4 次産業革命がもたらす変革
pp. 106‒114 参照
脚注　2：岩本晃一：人工知能（AI）等と「雇用の未来」「人材育成・働き方」，cue41 号，pp. 10-20，2019
